
「そうへぃちゃん」は、岩出市民
みんなの夢や願いを叶えるため
に生まれました。
そうへぃちゃんが今一番願って
いることは、・・・・・

岩出市をすてきな街にすること。岩出

市に住んでいる人が健康で元気に過ご

せること。

市民みんなの願い（市民憲章）を実現

したいな。

みんなはどんな夢や願いを持っている

のかな？

「そうへぃちゃん」は、夢や希望に燃え

ている人の心の中に住んでいるんだよ。

タークタクジメージジイメ市市岩出 キイメ ターがクの がジ市市の タラ がジ ャー出市 キャラクジ ャラクタ出 ターが市のイ がク岩 ジジ市の がイ が岩出市岩出市出市の市のイメーージジジジキャラクターが岩出市のイメージキャラクターが

「「「「 んんゃんゃちちゃぃちぃうへへぃうへう ぃそうそうへそそそそそううううへぃぃぃぃぃぃぃちち んゃゃんんん」」「そうへぃちゃん」
したままり決 り たしに ま まりに決決まり決まりました決決に決に決決まりましたに決まりました。
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国
民
健
康
保
険
証
は
、
こ
れ
ま
で
一
世
帯

に
一
枚
で
あ
っ
た
も
の
が
、
カ
ー
ド
化
さ
れ

一
人
に
一
枚
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

○
新
し
い
保
険
証
は
、
台
紙
に
は
り
つ
け
て

い
ま
す
の
で
、
は
が
し
て
お
使
い
く
だ
さ

い
。

○
保
険
証
の
記
載
内
容（
氏
名
・
住
所
な
ど
）

に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
裏
面
の
注
意
事
項
も
お
読
み
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
上
の
注
意

○
保
険
証
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
の
で
紛
失

に
注
意
し
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
紛
失
し
た
場
合
は
、
最
寄
り
の

警
察
へ「
遺
失
物
の
届
出
」を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
し
て
、
再
発
行
の
手
続
き
に
市
役
所
へ

印
鑑
と
本
人
確
認
が
出
来
る
身
分
証
明
書

持
参
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
70
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者
の
方
が
、
医
療

機
関
に
か
か
る
時
は
、
こ
の
カ
ー
ド
型
保

険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

便
利
に
な
り
ま
す

○
保
険
証
が
一
人
に
一
枚
あ
り
ま
す
の
で
、

家
族
が
同
じ
時
間
に
別
々
の
医
療
機
関
に

か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
銀
行
の
カ
ー
ド
な
ど
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
す

の
で
、
財
布
な
ど
へ
携
帯
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

有
効
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

○
平
成
20
年
4
月
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、
年
度
内
に

75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
被
保
険
者

は
、
有
効
期
限
が
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
で
退

職
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
々
は
、
今
年
度

か
ら
一
般
被
保
険
者
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
新
た
に
本
年
度
内
に
65
歳
を

迎
え
ら
れ
ま
す
退
職
保
険
者
世
帯
に
は
、

原
則
誕
生
月
の
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
翌
月
か
ら
は
、
一
般
被
保
険
者
証
へ

と
変
わ
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険
証
を

送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て

保
険
証
の
カ
ー
ド
化
に
伴
い
、
次
の
手
続
き

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑴
今
ま
で
、
学
生
専
用（
ま
る
学
）と
し
て
発

行
す
る
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
不
要
と
な
り
ま
す
。

⑵
今
ま
で
、
遠
隔
地
用（
ま
る
遠
）と
し
て
発

行
す
る
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
不
要
と
な
り
ま
す
。

⑶
転
居
に
よ
る
住
所
変
更
・
世
帯
主
変
更
・
国

保
喪
失
な
ど
は
、
従
来
と
お
り
家
族
全
員

の
保
険
証
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。

★
保
険
証
は
、
配
達
記
録
郵
便
で
世
帯
主
様

あ
て
に
世
帯
全
員
分
を
送
付
し
ま
す
。

　

配
達
記
録
郵
便
は
、
在
宅
し
て
受
領
印
が

必
要
で
す
。
ご
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
局
の

配
達
員
か
ら「
保
管
郵
便
物
の
ご
案
内
」を
置

か
れ
ま
す
の
で
、
受
け
取
り
方
は「
ご
案
内
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 
国
民
健
康
保
険
証
が
カ
ー
ド
化
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で
（
内
線
191
）

　保険料の納め方は年金額によって変わります。年額18万円以上の年金を受け取っている方は、
原則として年金から保険料があらかじめ差し引かれます（特別徴収）。それ以外の方は、納付書や口
座振替で個別に納めます（普通徴収）。

なお、10 月からは原則として、年金からの保険料徴収が開始されます。年金から徴収される方
には、再度、保険料に関する通知書をお送りします。

後期高齢者医療制度の被保険者となる方へ

詳細につきましては、保険年金課保健医療係までお問い合わせください。内線 167.182

発足時の保険料はこのように納めます

年金から徴収（特別徴収）　4月から（国保から移られた方）
•年金が年額18万円以上の方
　  （介護保険料との合計額が年金額の2分の1を超える場合は除く）

年6回の年金定期払いの際に、年金の受給額から保険料があらかじめ差し引かれます。

保険料の納め忘れがなく、納めに行く手間も省けて安心・便利な口座振替をぜひご利用
ください。「必要書類」を持って、指定の金融機関でお申し込みください。

前年の所得が確定するまでは仮算定された保険料
を納めます。

前年の所得が確定後は年間保険料額から仮徴収分
を差し引いた額を三期に分けて納めます。

対象となる方

仮徴収
4月（1期） 6月（2期） 8月（3期）

本徴収
10月（4期）12月（5期） 2月（6期）

年 金
保険料

納付書で納付（普通徴収）　7月から
•年金が年額18万円未満の方
•介護保険料との合計額が年金額の2分の1を越える方
•国保以外の方で10月から特徴になる方（4月～7月は普徴）
　  （社保本人、障害認定者で65歳から74歳含む）

対象となる方

市役所から送られてくる納付書で、納期内に指定された金融機関で
納めます。

●口座振替を利用しましょう

納 め 方

●保険料の納付書
●預金通帳
●通帳の届け出印

持
っ
て

い
く
も
の
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平
成
20
年
３
月
末
日
に
お
い

て
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
か
ら

５
年
を
経
過
す
る
等
の
要
件
に
該

当
す
る
方
は
一
部
支
給
停
止
と
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
左
記
①
に

よ
り
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
平
成
20
年
４
月
以

降
も
、
同
年
３
月
以
前
と
同
様
に

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
所
得
の
状
況
や
家
族
の
状
況
等

に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
減
額
の
対
象
と
な
る
方
に
は
案

内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

左
記
の
１
〜
５
の
い
ず
れ
か
の

事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

平
成
20
年
６
月
末
日
ま
で
に
、

同
封
し
て
い
る
「
児
童
扶
養
手

当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
出
書
」（
緑
色
の
様
式
）

及
び
関
係
書
類
を
下
記
郵
送
先

（
来
庁
先
）
ま
で
郵
送
又
は
持

参
し
て
下
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１　

就
業
し
て
い
る
。

２　

求
職
活
動
等
の
自
立
を
図
る

た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。

３　

身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害

が
あ
る
。

４　

負
傷
又
は
傷
病
等
に
よ
り
就

業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。

５　

あ
な
た
が
看
護
す
る
児
童
又

は
親
族
が
障
害
、
負
傷
、
傷

病
、
疾
病
、
要
介
護
状
態
等

に
あ
り
、
あ
な
た
が
介
護
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
就
業

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

上
記
の
１
〜
５
に
該
当
し
な
い

方
は
、
平
成
20
年
６
月
末
日
ま
で

に
、
下
記
の
来
庁
先
担
当
窓
口
ま

で
に
ご
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。

○
上
記
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ

た
方
は
、
平
成
20
年
４
月
分
よ

り
児
童
扶
養
手
当
の
２
分
の
１

が
支
給
停
止
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
な

ど
が
あ
る
場
合
に
は
必
ず
担
当

窓
口
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
担
当
・
郵
送
先
】

　

岩
出
市
役
所

　
　

福
祉
課
児
童
扶
養
手
当
係

　

〒
649

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９

　

電
話
６
２

２
１
４
１

 
児
童
扶
養
手
当
を

 　
　

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

無
料
耐
震
診
断
＆
耐
震
改
修
補
助
の
お
知
ら
せ

受けて安心

直して安全

是非わが家の耐震性を確認し家屋の耐震化を図りましょう。
問合せ先／岩出市事業部都市計画課（内線 223）

地震が来ても大丈夫ですか？
阪神・淡路大震災では、昭和56年以前に建築された木造住宅における被害が多く見られました。
これは、昭和56年に建築基準法の改正が行われ、それ以前の建物の耐震性が低いことが原因と考えられます。

地震の被害に備え、昭和56年 5月 31日以前に建築された木造住宅に対して、以下
のとおり補助制度があります。詳しくはお問い合わせください。
　１．耐震診断　個人負担はありません。
　２．耐震改修　改修工事費の2/3（60万円限度）を補助します。

どうして耐震化が必要なのでしょうか？
震災での死因の原因の８割は、家屋や家具の倒壊や転倒による圧死によるものでした。

■傾斜した住宅

▲新潟県中越沖地震

■一階部分が倒壊した住宅

▲新潟県中越沖地震

昭和56年以前
0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

29％

37％

34％

9％
17％

75％

昭和57年以降

無被害
小破～中破
倒壊又は大破

①

② ③

4,831

550 121

家屋、家具類等の倒壊による圧迫死と思われるもの
焼死体（火傷死体）及びその疑いのあるもの
その他

①
②
③
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
市民税係　軽自動車担当……内線 141 ～ 144
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

納税は便利で確実な口座振替制度を
ご利用ください。

口座振替のお問い合わせは税務課納税係まで

 

平
成
20
年
度
軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
等
で
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
平
成
20
年
４
月
23
日
㈬
ま
で

に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
平
成
20
年
度
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
は
平
成
20
年
４
月
１
日
㈫
か
ら
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
20
年
度
も
引
き
続
き
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

は
、
継
続
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
軽
自
動
車
税
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 『
建
物
滅
失
届
』
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
家
屋
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在

に
存
在
す
る
家
屋
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
所
有
し
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
の
途
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
翌
年
度
か
ら
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、『
建
物
滅
失
届
』
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

固定資産課税台帳の閲覧について
　納税義務者等が、固定資産税の課税内容を確認
するため１年間を通じて固定資産課税台帳の閲覧
をすることができます。
閲覧ができる人
　固定資産税の納税義務者
　納税義務者から委任を受けた人
　借地人・借家人
閲覧に必要なもの
　本人確認のできる書類（運転免許証、健康保険証等）
　印鑑
※代理人の場合は本人からの委任状、借地人・
借家人の場合は権利の資格を確認できる書類
が、上記に加えて必要です。
手数料
　200 円（ただし、縦覧期間中に限り無料となります）
※平成20年度の固定資産税納税通知書は、5月に
発送します。

土地・家屋価格等縦覧帳簿による縦覧について
　納税者本人が自己の所有する土地・家屋の評価が
適正であるか判断できるよう、土地・家屋の評価額
等を記載した縦覧帳簿を見ることができます。ただ
し、縦覧帳簿を複写して交付することはできません。
縦覧期間　4月１日㈫～６月２日㈪
　　　　　（土、日、祝日は除きます）
縦覧時間　午前 8時 45 分～午後 5時 30 分
縦覧場所　岩出市役所 １階 税務課 固定資産税係
縦覧ができる人
固定資産税の納税者本人、又は本人からの委任
を受けた人（土地の納税者は土地について、家
屋の納税者は家屋について縦覧できます）
縦覧に必要なもの
　本人確認のできる書類（運転免許証、健康保険証等）
　印鑑
※代理人の場合は上記に加え、本人からの委任状が必要です。
手数料　無料

軽
自
動
車
税 

納
期

平
成
20
年
度 

軽
自
動
車
税

の
納
期
限
は
、

　
　

 

４
月
30
日
㈬
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。
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こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また、国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

◎
対
象
と
な
る
方
の
要
件
が
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
退
職
被
保
険
者
本
人
の
該
当
年

齢
が
65
歳
未
満
の
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
（
国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係
ま

で
額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

  

退
職
者
医
療
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

  

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
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○介護保険の特別徴収について
特別徴収とは？
　介護保険料が年金受給額からあらかじめ差し引かれる納め方

をいいます。年金受給者は、特別徴収によって、年金受給月ご

とに保険料を納めていただくことになります。

＊年金が年額 18万円未満等の理由で特別徴収の対象にならず、

納付書や口座振替で納める納め方を普通徴収といいます。

●仮徴収
　前年度から継続して特別徴収となる方の４・６・８月の保
険料額は、前年度２月分の保険料額をそのまま仮に決めた保
険料額として、年金受給額からあらかじめ差し引きます。

●本徴収
　１年間の介護保険料は、６月に決定し、仮徴収した金額を
除いた金額を 10・12・２月の３回に振り分けて年金受給額
から差し引きます。

前年度から引き続き特別徴収となる方の保険料の決まり方

○前年度から引き続き特別徴収のＡさんの場合
　例えば、今年２月の特別徴収額が6,800円で、平成20年度の保険料が6月以降に第4段階と決定された場合。

平成19年度保険料 平成20年度保険料
合計金額

2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月
6,800円 6,800円 6,800円 6,800円 12,800円 12,700円 12,700円 58,600円

前年度2月分の保険料をそのまま各
月（4・6・8月）に天引きします。

仮徴収

決定した保険料額から仮徴収分を除
いた額を3回にわけて天引きします。

本徴収

※本徴収の金額は、年額保険料から仮徴収額を差
し引き、3で割った金額になりますので、Ａさん
のように仮徴収と本徴収で保険料額に差が出る
ことがあります。

　普通徴収の方は納付書で納めます。納付書は保険料
が決定する６月以降に送付します。納付には、納め忘
れのない口座振替制度をご利用ください。

○平成20年度 介護保険料
段　階 対　　　象　　　者 保険料額（年額）

第１段階 老齢福祉年金受給者で本人及び世帯全員が住民税非課税の方並びに
生活保護を受給している方 基準額×0.5　　  29,300円

第２段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が80万円以下の方 基準額×0.5　　  29,300円

第３段階 本人及び世帯全員が住民税非課税であり、保険料段階第2段階以外
の方 基準額×0.75　　44,000円

第４段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の方 基準額　　         58,600円

第５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円未満の方 基準額×1.25　　73,300円

第６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上の方 基準額×1.5　　  88,000円

介介護護保保険険
ののごご案内案内
【お問い合わせ先】
保険年金課介護保険係………内線 189・198
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　介護保険事業計画とは、岩出市に必要となる介護サービスの目標量や、

それらを実現するための対応策や事業費の見込みなどを計画するものです。

本市では老人保健福祉計画と一体化して作成しておりますので、この計画

は高齢者の方々のための施策の目標となるものであるといえます。

　このたび、介護保険事業計画等の見直しを行なうにあたり、住民の皆様

からご意見をいただくため、下記のとおり委員を公募いたします。

　岩出市に住民登録されている 65 歳以上の要支

援・要介護認定を受けていない元気な方を対象に、

簡単な有酸素運動を取り入れて楽しく筋力向上を

目指す教室を開催します。

　週 1 回の教室でのトレーニングに加えて自宅で

もトレーニングを行い、3 か月間の効果をみる教室

です。

　また、参加者同士が、同じ目標をもってトレーニ

ングを行うことによりコミュニケーションが活発になり仲間づくりが期待

できたり、トレーニング後すぐに食事（たんぱく質）を取ることで、効果

的に筋力のアップが図れるという結果がでています。

　岩出市では、このような結果に基づいた介護予防教室を下記のとおり開

催しますので是非ご参加ください。

日　時／平成20年5月8日から平成20年7月24日までの
　　　　毎週木曜日（12回）
　　　　10：00から13：00（昼食時間含む）
場　所／岩出市総合保健福祉センター（あいあいセンター）
　　　　岩出市金池92番地　2階トレーニングルーム
内　容／ステップ運動、いすを使った簡単な筋力トレーニング等
参加費／無料（昼食代は別途必要）
定　員／ 20名（応募者多数の場合は先着順になります。）
締　切／平成20年4月30日㈬
※運動を伴う教室になりますので、かかりつけ医師による運動
可否の確認が必ず必要になります。
　運動可否の確認がとれていない方、運動不可の方は、介護予
防教室の受講はできません。

【申し込み・問い合わせ先】
　保険年金課介護保険係　内線189

１　募集人員…４名
　　　　　　　第 1号被保険者（65歳以上）　男女各 1名
　　　　　　　（昭和 18年 4月 2日以前生まれの方）
　　　　　　　第 2号被保険者（40歳～64歳）男女各 1名
　　　　　　　（昭和 19年 4月 2日～昭和 43年 4月 2日生まれの方）
２　応募資格…⑴岩出市に在住している方

⑵介護保険及び老人保健福祉について関心が
高く、積極的に参加できる方

⑶委員会の開催は平日となりますので、平日
２時間程度、岩出市役所もしくは総合保健
福祉センターを会場とする委員会に出席で
きる方

３　締 切 日…平成20年4月15日㈫　当日消印有効
４　応募方法…官製はがきに住所・氏名・年齢・職業・電話番号

及び簡単な自己紹介（応募動機など）を記入の
うえ、岩出市役所保険年金課介護保険係あて郵
送してください。E-mailでも受け付けています。

５　委員の選考…応募者多数の場合は抽選とします。
６　委員の任期…1年
７　そ　の　他…委員会は原則公開いたします。

【問い合わせ先】〒649-6292 岩出市西野 209 番地
　　　　　　　岩出市役所保険年金課介護保険係
　　　　　　　☎0736-62-2141（内線 198・179）
　　　　　　　E-mail:h-nenkin@city.iwade.lg.jp

介護保険事業計画等作成
委員会委員募集のおしらせ

第3回 介護予防教室受講生募集
～簡単な運動で楽しく介護予防をしませんか～

　

医
療
制
度
改
正
に
伴
い
、
平
成

20
年
度
か
ら
「
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
」が
始
ま
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
広
報
2
・
3
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

国
保
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
事
業
」
に

つ
い
て
、内
容
を
一
部
変
更
し
て
、

事
業
の
継
続
を
お
こ
な
い
ま
す
。

（
※
変
更
箇
所
）

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、

「
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
つ
く

る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
疾
病

の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
ま
ず
自

分
の
健
康
状
態
を
知
り
ま
し
ょ

う
！

◎
対
象
者

満
30
歳
以
上
の
岩
出
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
及

び
納
付
誓
約
を
交
わ
し
履
行
中

の
世
帯

※
定
員

　

１
２
０
名
以
内

◎
検
査
費
用
額

３
５
，
０
０
０
円
の
う
ち
受
検

者
に
は
、
５
，
０
０
０
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
検
査
項
目

身
体
計
測
（
復
囲
含
）・
視
力

聴
力
検
査
・
血
液
検
査
（
一
般
・

血
清
・
生
化
学
）・
尿
便
検
査
・

血
圧
・
心
電
図
・
眼
底
・
肺
活

量
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

・
胃
造
影
検
査
・
腹
部
超
音
波

検
査

◎
検
査
機
関

　

富
田
病
院

　
　

岩
出
市
紀
泉
台
2
番
地

　

那
賀
病
院

　
　

紀
の
川
市
打
田
1282
番
地

◎
申
し
込
み
先

岩
出
市
役
所
保
険
年
金
課
国
保

係
ま
で
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は

一
切
受
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保

険
年
金
課
国
保
係
ま
で

　
　
　
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

国民健康保険･保健事業

「日帰り人間ドック」
事業の変更について
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保保健健推推進進
だだよよりり

今から運動を始めようと思っている方、誰かと一緒なら

できそうと思う方、気軽にできるウォーキングを始めて

みませんか？体が動きやすくなり、気分も爽快でこれな

ら続けられそうときっと思えるはずです。

内　容‥ウオーキング（約4㎞　山道を歩きます）

　　　　ストレッチ

講　師‥健康運動指導士　田村　朋子氏

日　程‥平成20年5月22日㈭

　　　　平成20年6月12日㈭

　　　　平成20年6月30日㈪

時　間‥受付　午後1時15分～

　　　　講座　午後1時45分～午後3時15分

場　所‥根来寺周辺と根来山げんきの森

対　象‥40歳以上の岩出市に住所を有する方

　　　　原則として3回すべてに参加していただける方

定　員‥30人

受講料‥無料

申込み‥保健推進課（61-2400）まで電話でお願いします。

　　　　受付後詳しい案内を送付します。

　歯周疾患の予防と早期発見のため、40歳・50歳・60歳・

70歳の節目で、歯周疾患検診を実施します。歯と歯肉の

健康チェックとともに、正しいブラッシングの方法を身に

つける機会として、受診してください。対象の方には、受

診はがきを4月下旬に発送いたします。

対象者／岩出市に住所を有する方で、今年度中に

　　　　40歳（昭和43年4月1日～昭和44年3月31日生）

　　　　50歳（昭和33年4月1日～昭和34年3月31日生）

　　　　60歳（昭和23年4月1日～昭和24年3月31日生）

　　　　70歳（昭和13年4月1日～昭和14年3月31日生）

　　　　になる方

実施期間／平成20年5月1日～平成21年1月31日

実施医療機関／和歌山県内の実施歯科診療所
　　　　　　　（受診前に歯科診療所までお問い合わせください。）

内　容／問診、口腔内診査

費　用／無　料（但し、検診のみ）

問い合わせ先／保健推進課

　　　　　　　電話61-2400

平成20年度

歯周疾患検診のお知らせ

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

４　

月

6 日 もりもと歯科 岩出市山田 4-7 69-2688

13 日 神野歯科医院 紀の川市粉河 1724 73-2309

20 日 清瀧歯科医院 紀の川市花野 117 77-6161

27 日 中西歯科医院 紀の川市貴志川町長山 277-17 64-7234

29 火 たかぎ歯科医院 岩出市水栖 11-10 63-0416

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

那賀休日急患診療所の
開設時間
日曜･祝日･年末年始の午前9時～午後5時
※4月から夜間の診療は行っていません。

注意!
変更に

なりまし
た （℡77-6410）

夜間･休日の病院案内（24時間）

℡073-426-1199  県救急医療情報センター
℡61-1791  那賀消防組合

℡＃8000　または　℡073-431-8000
とき…日曜・祝日・年末年始の午後7時～11時

（和歌山市夜間･休日応急診療センター内）

休日の小児医療 電話相談



平成20年4月 平成20年 5月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
21日㈪

H19 年 12 月生まれ
26日㈪

H20 年 1 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

22日㈫ 27日㈫

7か月児
15日㈫

H19 年 9 月生まれ
20日㈫

H19 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:15
16日㈬ 21日㈬

1歳8か月児
8日㈫

H18 年 8 月生まれ
13日㈫

H18 年 9 月生まれ 13:00 ～ 13:15
9日㈬ 14日㈬

3歳6か月児
11日㈮

H16 年 9 月生まれ
9日㈮

H16 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:30
18日㈮ 16日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
8日㈫

H19 年 5 月生まれ
13日㈫

H19 年 6 月生まれ 9:00 ～ 9:30
9日㈬ 14日㈬

2歳6か月児
11日㈮

H17 年 9 月生まれ
9日㈮

H17 年 10 月生まれ 9:00 ～ 9:30
18日㈮ 16日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

14日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

12日㈪

沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて
子どものこころを育てるために

13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 25日㈮ 離乳食 23日㈮ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

7日㈪
25日㈮

機能訓練室のフリー
開放

12日㈪
23日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

12日㈯
ミレニアシティ
オークワ

1日㈭ コーナン 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～69歳）
65歳以上の方は、60
～64歳のときに1回
でも経験のある方

21日㈪ 那賀総合庁舎 10日㈯
ミレニアシティ
オークワ

24日㈭ エバグリーン

保健事業予定表保健事業予定表
（平成20年4月、平成20年5月）

保健推進だより

9 広報いわで　2008.4
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう！

ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

◎
犬
は
、
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
！

○
犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必

ず
引
き
綱
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◎
鑑
札
・
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の

首
輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
時
に
、

「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
は
迷

い
犬
札
に
な
り
ま
す
。

◎
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ

う
！

○
排
便
（
尿
）
は
専
用
ト
イ
レ

等
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う
。（
自
宅
で
済
ま

せ
て
か
ら
散
歩
を
し
ま
し
ょ

う
。）

○
散
歩
中「
ふ
ん
」を
し
た
時
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◎
泣
き
声
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
犬
の
つ
な
ぐ
場
所
を
考
え

て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
最
近
、
飼
い
主
の
わ
か
ら
な

い
猫
に
庭
や
家
屋
を
排
泄
物

で
汚
さ
れ
た
、
鳴
き
声
が
う

る
さ
い
等
の
苦
情
が
増
え
て

い
ま
す
。
飼
う
な
ら
責
任
を

も
っ
て
、
他
人
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
よ
う
に
飼
い
ま

し
ょ
う
。

犬
・
猫
の
飼
育
は
飼
い
主
の
責
任
と
愛
情
で
!!

　

毎
年
、
７
月
上
旬
に
、
一
斉
防

除
と
し
て
、
希
望
さ
れ
る
各
家
庭

に
、
市
よ
り
配
布
し
た
薬
剤
を
散

布
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
一
斉
防
除
の
薬
剤
の
申

し
込
み
、
実
施
日
に
つ
き
ま
し
て

は
、
区
・
自
治
会
代
表
者
等
を
通

じ
て
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
は
、
皆
様
方
の
ご

協
力
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
の
予
防
接
種
の
集
合
注

射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

（
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
付
近
の

動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。）

　

な
お
、
生
後
91
日
以
上
の
全
て

の
犬
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
よ

う
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
で
、
飼
い
主
が
変
更
さ
れ
て
い

た
り
、
飼
い
犬
が
死
亡
さ
れ
て
い

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
185
・
186
）

平
成
20
年
度 

犬
の
狂
犬
病
予
防
接
種
と

犬
の
新
規
登
録
の
お
知
ら
せ
!!

狂 犬 病 予 防 注 射 手 数 料 2 , 5 7 0 円
注 射 済 票 交 付 手 数 料 5 5 0 円
犬 の 新 規 登 録 手 数 料 3 , 0 0 0 円
合 計（ 犬 １ 頭 に つ き ） 6 , 1 2 0 円

蓄犬登録・狂犬病予防接種手数料

※ただし、狂犬病予防注射のみの場合　3,120 円

4 月７日㈪
根 来 地 区 公 民 館 9:30 ～ 10:40
東 児 童 公 園（ 西 国 分 ） 11:00 ～ 12:00
上 岩 出 地 区 公 民 館 13:30 ～ 15:00

4 月８日㈫
岩出市民総合体育館 9:30 ～ 10:40
船 山 地 区 公 民 館 11:00 ～ 12:00
岩 出 地 区 公 民 館 13:30 ～ 15:00

4 月９日㈬
山 崎 地 区 公 民 館 9:30 ～ 10:40
鴨 沼 団 地 集 会 所 11:00 ～ 12:00
紀 泉 台 地 区 公 民 館 13:30 ～ 15:00

集合注射日程

一
斉
防
除
の
お
知
ら
せ
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生
活
雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、

風
呂
等
の
排
水
）
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生

活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
応
募
期
間

　

平
成
20
年
４
月
14
日
㈪
か
ら

　

平
成
20
年
５
月
30
日
㈮
ま
で

○
補
助
金
額

　

５
人
槽　

三
三
二
、〇
〇
〇
円

　

６
〜
７
人
槽　

　
　
　
　
　

四
一
一
、〇
〇
〇
円

　

８
〜
50
人
槽　

　
　
　
　
　

五
一
九
、〇
〇
〇
円

○
応
募
条
件

　

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

21
年
3
月
31
日
ま
で
に
設
置
さ
れ

る
方
。（
浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と

き
は
、
機
種
及
び
人
槽
を
確
認
す

る
た
め
市
の
立
会
が
必
要
と
な
り

ま
す
。）

•
申
請
者
は
、
岩
出
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
又
は
浄
化

槽
設
置
後
速
や
か
に
住
民
登
録

を
さ
れ
る
方
。

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

•
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に

基
づ
く
確
認
又
は
浄
化
槽
法
第

五
条
第
一
項
に
基
づ
く
設
置
の

届
出
の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄

化
槽
を
設
置
す
る
者
。

•
補
助
事
業
の
期
間
内
（
平
成
20

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3

月
31
日
）
に
浄
化
槽
を
設
置
で

き
な
い
者
。

•
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化

槽
付
住
宅（
共
同
住
宅
を
含
む
）

を
建
築
す
る
者
。

•
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い

者
。

•
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

住
宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分

の
一
未
満
の
場
合
。

•
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

•
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内

に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

＊
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生

活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

○
そ
の
他

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

に
な 

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
内
線
185
・
186
・
197
）

平
成
20
年
度 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て

生活環境のページ

クリーンセンターからお知らせ

４月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 ４月２日・16日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 ４月９日・23日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）

◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）

◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免
許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様
方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー植
え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内から排出されたごみに限ります。
また、搬入された一般廃棄物が事業系もしくは一般家庭から排出されたものかの判別が不明瞭な
場合は、住宅地図による排出先確認にご協力ください。
＊現在クリーンセンターでは、新施設建設工事を行っていますので、搬入時は充分注意してください。
＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。

　岩出市が行っている資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」にはポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等

のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみとして排出

されないようにお願いします。
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　平成20年度第１回粗大ごみ収集を５月中旬から６月中旬に実施いたします。
　ご希望のある方は、左面収集依頼申出書に記入のうえ、４月17日㈭までに、区・自治会等代
表者に提出して下さい。（個別回収はおこなっておりません。）
　後日、代表者を通じて収集日のお知らせ及び貼付シールを配布させていただきます。
　なお、収集は、区・自治会等で指定された粗大ごみ収集場所において実施しますので、下記
の事項に注意して出して下さい。
　また、区・自治会・連絡員等の届出を行っていない地域の方々や、区・自治会等に加入されて
いない方は、生活環境課までご相談下さい。

記
＊お 願 い
⒈必ずシールに排出者の氏名を記入し、粗大ごみに貼付して出して下さい。シールの貼付のな
い物は収集致しません。
　なお、前回まで配布したシールは使用できませんので、ご了承下さい。
⒉歩行者、自動車等交通の妨げとならないよう、また、危険（ごみが飛んだり、倒れたり）のな
いようにして出して下さい。
⒊大型ごみで、こわせるものはできるだけ小さくしてください。また、カーペット類、布団類
等は紐などで束ね、小物類は袋や箱にまとめて入れて出して下さい。
⒋ごみは収集日当日、午前8時までに指定された場所に出して下さい。
⒌必ず、燃えるごみと燃えないごみに区分けして出して下さい。
⒍事業系粗大ごみは収集いたしません。

＊注意事項
家庭からでる粗大ごみで収集できないもの
◎家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象品
　（テレビ（ブラウン管式）・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）
◎単車、自動車の部品（タイヤ・バッテリー・ホイール・バンパー等）
◎農機具、農業に使用するもの（畦シート・ビニールハウスの部材・消毒用器材、一輪車等）
◎爆発性のあるもの（ガスボンベ、消火器）
◎引火性・有毒性のあるもの（薬品・灯油・ペンキ・油類等）
◎コンクリート製品類（コンクリート付物干し台・ブロック・レンガ・瓦・ガレキ等）
◎建築廃材等の産業廃棄物、太陽熱温水器、電気温水器、ドラム缶、ピアノ、灰、燃え殻、土砂、
剪定等で生じた雑草、雑木類等

お問い合わせ先　生活環境課（内線185・186・197）

粗大ごみ収集実施についてお知らせ

粗大ごみで収集できないものについて
　年２回「一般家庭から出る適正処理困難廃棄物」として、有料で直接専門業者が回収する機会
を設定し、広報６月号で回収日時、主な引き取り品目、処理費用等のお知らせをいたします。
　なお、家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象品（テレビ（ブラウン管式）・冷蔵
庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）については、引取ることができません。
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◎この用紙を区・自治会等代表者に提出してください。

代表者控
区・自治会等代表者様 平成　　年　　月　　日

粗大ごみ収集依頼申出書
下記のとおり収集願います。

記

区・自治会等　　　　　　　　　　（　　班）

住　所　岩出市

氏　名　　　　　　　　　　　　　　㊞

（℡　　　－　　　　　　）

１．収集品目
　　　　　　⑴　家電製品　　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　⑵　家具類　　　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　⑶　自転車　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　　　　　　⑷　ふとん・カーペット類　　　　　　　　　　　枚

　　　　　　⑸　その他　　　　　　　　（品目を記入すること）

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　合計（　　　　　　　　）個

注）家電リサイクル法の対象品目（テレビ〔ブラウン管式〕・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）は、
粗大ごみとして収集することはできません。

◎集積場所　　区・自治会が指定した場所
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２
月
17
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た

「
第
7
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
争
大
会
」
で
、

岩
出
市
チ
ー
ム
は
、
１
時
間
26
分

54
秒
で
７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
全
員
の
絆
を
タ
ス
キ
に

こ
め
て
、
各
選
手
が
最
後
ま
で
精

一
杯
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
姿
は
、
多
く
の
人
々
に
大

き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。
こ
の
大
会
で
の
経

験
を
糧
に
、
今
後
も
更
に
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

○
区
間
賞
に
輝
い
た
選
手

﹇
第
５
区　

第
２
位
﹈

　

児
玉
知
穂（
岩
出
中
２
年
）

　

９
分
16
秒

　

去
る
3
月
2
日
㈰
「
心
の
ふ
れ

あ
い
と
健
康
」を
テ
ー
マ
に「
第
11

回
岩
出
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」と「
第

16
回
公
民
館
フ
エ
ア
ー
」
を
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
住
民
の
皆
様

に
地
域
福
祉
・
健
康
づ
く
り
へ
の

理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

こ
と
、
住
民
同
士
の
交
流
を
図
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

屋
内
で
は
、
那
賀
消
防
組
合
に

よ
る
応
急
手
当
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

防
災
グ
ッ
ズ
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

「
stop
！
地
球
温
暖
化
」
パ
ネ
ル
展
、

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
の

試
食
コ
ー
ナ
ー
、
郵
便
局
事
業
の

広
報
、差
別
を
な
く
す
啓
発
作
文
・

ポ
ス
タ
ー
展
、
男
女
共
同
参
画
推

進
員
の
か
る
た
と
り
大
会
、
保
健

推
進
員
の
活
動
Ｐ
Ｒ
、
母
子
保
健

推
進
員
に
よ
る
子
育
て
広
場
、
食

生
活
改
善
推
進
員
の
食
育
コ
ー

ナ
ー
等
が
行
わ
れ
、
屋
外
で
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
那

賀
消
防
組
合
に
よ
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
岩
出
警
察
署
に
よ
る
パ
ト

カ
ー
試
乗
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

は
り
き
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
、
各
種
模

擬
店
が
並
び
、
３
，
７
９
０
人
の

来
場
者
で
賑
わ
い
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
推
進
功
労
及

び
、
社
会
福
祉
事
業
等
に
寄
与
貢

献
さ
れ
ま
し
た
次
の
方
々
が
、
感

謝
状
・
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

分　　類 氏　　名

保 健 推 進 員
𠩤 田 和 代
上 野 明 美
藤 平 啓 子

母 子 保 健 推 進 員
大 谷 玉 美
井 上 伊登子

食 生 活 改 善 推 進 員
勢 田 洋 子
木 村 千外世
清 水 惠 子

市 長 感 謝
保健推進功労者 順不同・敬称略

市社会福祉協議会々長表彰

団　体　名 氏　　名

那賀保護司会岩出分会 出 原 安 雄
民生委員児童委員協議会 朝 稲 記美惠
民生委員児童委員協議会 谷 川 　 馨
民生委員児童委員協議会 沖 見 昌 幸

社会福祉事業奉仕者 順不同・敬称略

団　体　名 氏　　名

大阪ガス株式会社和歌山支社支社長 八十田 啓 一

市社会福祉協議会々長感謝
社会福祉事業協助者 敬称略

団　体　名 氏　　名

老 人 ク ラ ブ 連 合 会 安 川 美貴子
遺 族 連 合 会 岡 元 清 彦
母子寡婦福祉連合会 宝 上 米 子
ボランティア連絡協議会 亀 井 貞 子
更 生 保 護 女 性 会 土 岐 フサヱ
赤 十 字 奉 仕 団 家 原 みや子
皆 楽 園 廣 部 晴 美
皆 楽 園 山 田 倫 久

社会福祉施設、団体等従事者 順不同・敬称略

団　体　名 氏　　名

岩 出 療 育 園 川 口 信 子

永年勤続功労者 敬称略

岩
出
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・

　
　
　
　

公
民
館
フ
ェ
ア
ー

　
　

〜
盛
大
に
開
催
!!
〜

第7回 和歌山県市町村対抗
ジ ュ ニ ア 駅 伝 競 走 大 会

岩出市チーム
7位入賞!!

受賞された皆さん　

大会終了後、マリー
ナシティにて　



今年度の『市政懇談会』は、
11月から12月にかけて
実施します。

　“市民の声” を行政運営に反映
しようと、例年7月から8月にか
けて実施している『市政懇談会』
を、今年度は11月から12月にか
けて実施いたします。　
　意見・要望書等ご案内の書類
は、9月初旬に各区・自治会長、
代表者様あてに発送する予定で
す。また、市のホームページにお
いてもご案内と書類様式を掲載
いたしますのでご利用ください。
　今年度も、市政懇談会の実施
にご協力いただきますよう、お
願いいたします。

防災行政無線による市内
小学校下校時の安全を呼
びかける放送について

～安全な通学路を確保するため
の軒先運動の推進～
　下校する子ども達の安全を守
るため、防災行政無線を使い、
地域の皆様に子ども達の下校時
刻を子ども達の声でお知らせい
たします。
　地域の皆様には、下校する児
童たちへの声かけや見守りなど、
ご協力をお願いします。

学校給食費のお知らせ

　給食の運営は、保護者から納
付される給食費で賄材料等を購
入して運営を行っており安定し
た給食を継続するためには、給
食費の確保が重要であります。
　現在、学校給食費の滞納が給
食運営に際して深刻な問題と
なっております。
　市では、督促状・催告状等の処
置を行っております。
　納付いただけない方には、民
事訴訟法に基づき和歌山簡易裁
判所に支払督促の申立を行い、
預貯金等の差押を行っています。
　給食費の納付は、必ず納期限
まで納めてください。
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年
々
増
加
す
る
救
急
事
案
に
対

処
す
る
た
め
、
昨
年
の
南
消
防
署

　

那
賀
消
防
組
合
で
は
、
日
常
の

急
病
や
突
然
の
事
故
に
よ
る
負
傷

に
備
え
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
救
命
率
の
向
上
を
図
り
、
被
害

の
軽
減
や
苦
痛
を
和
ら
げ「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」を
目
的
に
、

普
通
救
命
講
習
会
を
平
成
八
年
か

ら
開
催
し
六
千
人
を
突
破
し
ま
し

た
。

　

こ
の
普
通
救
命
講
習
会
と
は
国

の
基
準
に
基
づ
く
講
習
で
、
心
肺

蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
・
異
物

除
去
・
止
血
法
な
ど
を
修
了
す
る

こ
と
で
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
二
十
年
二
月
十
七
日
に
十
六

名
で
実
施
し
た
講
習
会
で
六
千
人

目
を
突
破
し
ま
し
た
。
六
千
人
目

と
な
ら
れ
た
岩
出
市
の
高
井
将
稔

さ
ん
は
「
会
社
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
た
の
で
、
同
僚
と
共
に
受
講

し
ま
し
た
が
、
応
急
手
当
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」
と
の

感
想
で
し
た
。

　

那
賀
消
防
組
合
で
は
更
に
救
命

率
の
向
上
の
た
め
、
ま
た
救
命
技

に
配
備
し
た
高
規
格
救
急
自
動
車

（
愛
称
：
う
ぐ
い
す
）
に
引
き
続

き
、
中
消
防
署
の
救
急

自
動
車
（
愛
称
：
し
ら

さ
ぎ
）、
東
消
防
署
の

救
急
自
動
車
（
愛
称
：

め
じ
ろ
）
を
そ
れ
ぞ
れ

更
新
し
、
配
備
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
車
両
は
以

前
の
車
両
に
比
べ
広
い

室
内
空
間
を
有
し
、
資

機
材
の
積
載
や
車
内
で

の
救
急
処
置
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
救
急
隊

（
救
急
救
命
士
）の
処
置

拡
大
と
あ
い
ま
っ
て
救

命
率
の
向
上
が
期
待
で

能
の
維
持
向
上
を
目
指
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
二
〜
三
年
間
隔
で
定

期
的
に
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
普
及
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

救
命
講
習
会
受
講
は
最
寄
り
の

消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
61

７
２
５
９

　

中
消
防
署

　
　

℡
69

０
１
１
９

き
ま
す
。

　

那
賀
消
防
本
部
で
は
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
一
人
で
も
多
く

の
命
を
救
い
、市
民
の
生
命・身
体・

財
産
を
守
れ
る
よ
う
、
日
々
訓
練・

研
鑽
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

相
談
事
や
質
問
等
が
あ
れ
ば
担

当
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
声
を
か
け
下
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

那
賀
消
防
組
合
消
防
本
部

　

℡
61

０
１
１
９

昨
年
に
引
き
続
き
高
規
格

救
急
自
動
車
２
台
を
最
新
型
に
更
新

普
通
救
命
講
習
修
了
者

　
　

６
，
０
０
０
人
突
破
！

配備された救急自動車　

6,000 人目の高井さん　
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情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先
平
成
20
年 

5
月
27
日
㈫

平
成
20
年 

5
月
22
日
㈭

平
成
20
年 

5
月
20
日
㈫

平
成
20
年 

5
月
15
日
㈭

平
成
20
年 

5
月
13
日
㈫

平
成
20
年 

5
月
8
日
㈭

5
月
の
開
放
日

岩

出

保

育

所

岩
出
第
二
保
育
所

根

来

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

山

崎

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

保
育
所
名

62
―
２
４
０
２

63
―
０
２
６
９

62
―
２
７
０
１

62
―
２
８
１
４

62
―
２
８
４
４

62
―
０
７
３
２

電
話
番
号

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

　

ワ
ク
ワ
ク  

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど

も
の
心
を
豊
か
に
し
、
言
葉
の
発

達
を
促
し
ま
す
。

○
内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
・
手
遊
び
他

○
日
時　

平
成
20
年
４
月
９
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

○
場
所　

岩
出
図
書
館

　
　
　
（
開
館
は
10
時
か
ら
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
』

　

親
子
で
行
う
体
操
は
、
絶
好
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
で

す
。向
か
い
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と
で
、

お
子
さ
ん
の
成
長
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

○
日
時　

平
成
20
年
４
月
21
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
11
時
30
分

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

○
講
師　

加
藤
博
之
氏

○
対
象　

在
宅
幼
児
と
保
護
者

○
定
員　

親
子
30
組
（
先
着
順
）

○
用
意　

体
操
の
で
き
る
服
装
と

運
動
靴
．
飲
み
物

※
申
し
込
み
は
、
直
接
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
１
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の
方

が
対
象
で
す
。

【
内
容
】基
本
操
作
・
文
書
の
作
成
・

　

編
集
・
印
刷

【
テ
キ
ス
ト
代
】
８
０
０
円

【
日
程
】
５
月
11
・
18
・
25
日
・

６
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分　

１
講
座
４
日
間
の
受

講
に
な
り
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

岩
出
市
民
の
方
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
「
第
１
回
ワ
ー

ド
（
初
級
）
教
室
」・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、４
月
18
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野

209　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課　

公
民
館
係
ま
で
お
申

込
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
第
１
回
シ
ニ
ア
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
と
併
せ
て
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
込

多
数
の
場
合
、
初
め
て
の
方
優

先
で
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
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平
成
20
年
度

文
化
教
室
受
講
生

追
加
募
集
の
お
知
ら
せ

①
書
道（
書
苑
）教
室

　

第
１
金
曜
日　

中
央
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

②
は
じ
め
て
の
手
話

　
第
１
・
第
３
土
曜
日　

山
崎
地
区
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

◎
各
教
室　

若
干
名
程
度

◎
各
教
室
5
月
か
ら
の
受
講
に
な

り
ま
す
。

◎
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
材
料

費
等
実
費
負
担
は
あ
り
ま
す
。

◎
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
応
募
で
き
る
方
】

•
岩
出
市
民
の
方

•
一
般
の
方
（
学
生
は
不
可
）

【
応
募
方
法
】

官
製
は
が
き
に
希
望
教
室
名
（
一

人
一
教
室
の
み
）・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
4
月
17
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
209　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

結
果
は
後
日
応
募
者
の
方
に
郵
送

で
通
知
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
公
民
館
係

　
　
　
（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

第
１
回
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン

教
室
受
講
生
募
集

　

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
主

に
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
を
使
い
基

礎
的
な
操
作
を
学
び
ま
す
。

【
内
容
】

基
本
操
作
区
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
で
の
文
書
作
成
、
画
像
挿
入
、

名
刺
作
成
な
ど

【
日
程
】

5
月
14
日
〜
7
月
23
日
（
7
月
2

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
の
10

回【場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

【
応
募
資
格
】

•
60
歳
以
上
の
岩
出
市
民
の
方

•
全
日
程
受
講
可
能
な
方

【
テ
キ
ス
ト
代
】
五
百
円

【
申
込
方
法
】

官
製
は
が
き
に
「
第
1
回
シ
ニ
ア

パ
ソ
コ
ン
教
室
」
①
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
パ
ソ
コ
ン

歴
（
家
庭
や
職
場
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
験
の
有
無
な
ど
）
を
記
入
の

う
え
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
209　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
ま
で
4
月
18
日
必
着
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
第
１
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）

教
室
」
と
併
せ
て
の
申
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
成
人
講
座

•
開
講
式

•
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時
＝
4
月
19
日
㈯

　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら
、

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

　
　
　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
開
講
式

•
交
通
安
全
教
室

　

講
師
＝
岩
出
警
察
署

　
　
　
　
　
　

交
通
課
職
員

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
4
月
14
日
㈪

　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
4
月
15
日
㈫

　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
4
月
21
日
㈪

　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
4
月
23
日
㈬

　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
4
月
25
日
㈮

　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
式
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
度
岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
左
記
の
と
お
り
入
団
式

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

○
日
時　

4
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
9
時
集
合

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
開
会

○
会
場

市
民
総
合
体
育
館
1
階
ア
リ
ー
ナ

※
入
団
式
に
は
、
上
履
き
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

ヨ
ガ
教
室
生
徒
募
集

○
期
間

　

5
月
9
日
㈮
〜
7
月
25
日
㈮

　

午
後
2
時
〜
3
時

○
場
所

　

総
合
体
育
館
１
階　

格
技
場

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
定
員　

60
名

○
参
加
料　

１
５
０
０
円

○
講
師　

宮
本
敦
子
先
生

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ヨ
ガ
連
盟
）

○
申
込
受
付

　

5
月
2
日
㈮
午
後
2
時
に
総
合

体
育
館
2
階
小
ホ
ー
ル
に
て
受
付

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
、
抽

選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

生
徒
募
集

○
期
間

　

5
月
12
日
㈪
〜
7
月
28
日
㈪

　

午
後
7
時
〜
8
時

○
場
所

　

総
合
体
育
館
2
階
小
ホ
ー
ル

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
定
員　

80
名

○
参
加
料　

１
５
０
０
円

○
講
師　

宮
本
敦
子
先
生

○
申
込
受
付

　

４
月
28
日
㈪
午
後
7
時
に
総
合

体
育
館
2
階
小
ホ
ー
ル
に
て
受
付

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
、
抽

選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

暮らしの情報
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第
18
回

岩
出
市
民
テ
ニ
ス
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

○
日
時　

平
成
20
年
4
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

（
雨
天
時
）
4
月
27
日
㈰

○
場
所　

根
来
総
合
運
動
広
場

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

○
参
加
料　

1
組
１
５
０
０
円

○
申
込
締
切　

4
月
13
日
㈰

○
申
込
お
よ
び
問
合
わ
せ

　

岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会

　
　

河
辺
（
☎
61

２
０
６
９
）

　
　

木
田
（
☎
62

０
８
７
３
）

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

４
月
26
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き

が
必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

水
道
検
針
業
務
委
託
員
募
集

　

水
道
検
針
業
務
委
託
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

2
名

○
年
齢
要
件
等　

市
内
に
住
所
を

有
す
る
満
年
齢
70
歳
に
達
し
て
い

な
い
方
で
検
針
業
務
を
遂
行
で
き

る
能
力
を
有
す
る
者

○
委
託
料

　

検
針
件
数
1
件
に
つ
き
70
円

○
委
託
年
月
日

　

平
成
20
年
6
月
1
日

○
受
付
期
間

　

平
成
20
年
4
月
7
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
　
　

4
月
18
日
㈮

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
1
通

　

市
税
納
税
証
明
書

　
（
水
道
局
指
定
の
様
式
）
１
通

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
局
業
務
係　

内
線
２
６
１

小
・
中
学
校
の
非
常
勤

講
師
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
に
採
用
さ
れ
た
教

員
が
初
任
者
研
修
の
た
め
出
張
す

る
日
に
、
担
任
業
務
を
代
行
し
て

い
た
だ
け
る
非
常
勤
講
師
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岩
出
市
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
４
）

勤
務
条
件

○
勤
務
日
数

　

月
に
1
日
程
度

　
　
　
　
（
年
間
10
日
程
度
）

○
時　

給

　

２
７
６
０
円
（
予
定
）

○
必
要
資
格

　

教
員
免
許（
校
種
は
問
わ
な
い
）

○
そ
の
他

　

他
の
仕
事
と
の
兼
務
は
可
能

岩
出
市
交
通
少
年
団

入
団
生
募
集

　

岩
出
市
交
通
少
年
団
は
、
小
学

生
が
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

色
々
な
活
動
を
通
じ
て
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

― 

募
集
要
項 

―

•
岩
出
市
に
住
ん
で
い
る
小
学
生

で
交
通
安
全
活
動
に
興
味
の
あ

る
原
則
新
4
年
生
以
上
の
人

•
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
ま
で

自
衛
官
等
募
集
の
ご
案
内

●
募
集
種
目

　

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

○
受
付
期
間

　

4
月
1
日
㈫
か
ら
5
月
12
日
㈪

○
受
験
日

　

1
次
試
験

　
　

5
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

○
試
験
会
場

　

和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
（
和
歌
山
市
築
港
１

14

６
）

○
受
験
資
格

22
歳
以
上
26
歳
未
満
で
日
本
国

籍
を
有
す
る
者

※
合
格
者
は
、
2
次
試
験
の
案

内
が
あ
り
ま
す
。

○
採
用
予
定

　

平
成
21
年
３
月
下
旬

○
内
容

部
隊
等
の
指
揮
官（
リ
ー
ダ
ー
）

と
し
て
、
ま
た
、
部
隊
運
用
等

を
企
画
す
る
幕
僚
（
責
任
者
）

と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

●
募
集
種
目

　

予
備
自
衛
官
補

○
受
付
期
間

　

1
月
7
日
㈪
か
ら
4
月
14
日
㈪

○
受
験
日　

4
月
19
日
㈯

○
試
験
会
場

　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館

○
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
男
子

　
（
採
用
月
の
1
日
現
在
）

○
合
格
発
表　

5
月
23
日
㈮

○
採
用
予
定

　

平
成
20
年
８
月
1
日
㈮

○
内
容

普
段
は
、
社
会
人
や
学
生
で

あ
っ
て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に

は
自
衛
官
と
し
て
社
会
の
た
め

に
貢
献
し
ま
す
。

※
3
年
以
内
に
50
日
の
教
育
訓
練

を
受
け
、
終
了
し
た
者
は
予
備

自
衛
官
（
年
間
5
日
間
の
召
集

訓
練
）と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　

和
歌
山
募
集
案
内
所

　

℡
０
７
３

４
３
２

４
４
７
９

地
震
に
関
す
る

啓
発
標
語
募
集

﹇
対
象
者
﹈

　

中
学
生
以
上

﹇
応
募
方
法
﹈

は
が
き
1
枚
に
標
語
3
点
以
内

を
記
入
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
職
業
（
学
校
名
）、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
那
賀
消
防

本
部
（
〒
649

6215　

岩
出
市
中

迫
154
）
ま
で
。

﹇
入
賞
﹈

応
募
作
品
は
最
優
秀
賞
1
点

（
賞
状
と
副
賞
2
万
円
）
優
秀

賞
3
点
以
内
（
賞
状
と
副
賞

1
万
円
）、秀
作
5
点
以
内
（
賞

状
と
副
賞
5
千
円
）、
佳
作
10

点
以
内（
賞
状
と
副
賞
3
千
円
）

入
選
30
点
程
度
（
防
災
用
品
）、

を
決
定
し
ま
す
。

募　

集

暮らしの情報
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岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協

議
会
（
父
母
子
ど
も
会
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
岩
出
市
地
域
活
動
連
絡

協
議
会
に
は
市
内
各
地
に
あ
る
10

の
子
ど
も
会
が
加
入
し
て
お
り
、

普
段
別
々
に
活
動
す
る
こ
と
が
多

い
子
ど
も
会
同
士
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
事
業
を
合
同
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
子
ど

も
会
が
あ
っ
て
加
入
さ
れ
て
い
な

い
場
合
や
子
ど
も
会
を
結
成
し
た

い
と
い
う
場
合
は
一
度
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
子
ど
も
た

ち
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
の
指
導
な
ど
に

活
躍
し
て
く
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
岩
出

市
内
に
在
住
の
中
学
一
年
生
か
ら

高
校
三
年
生

ま
で
の
方
で

興
味
が
あ
る

方
は
一
度
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
内

　

岩
出
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

　

事
務
局　
（
内
線
２
９
４
）

和
歌
山
県
警
察
官
等

採
用
試
験
の
ご
案
内

○
試
験
案
内
等
配
布
開
始

•
警
察
官
Ａ
（
大
学
（
短
大
を
除

く
）
卒
業
又
は
見
込
の
人
）

　
　

三
月
七
日
予
定

•
警
察
官
Ｂ
（
警
察
官
Ａ
に
該
当

し
な
い
人
）

　
　

七
月
四
日
予
定

•
警
察
事
務
職
Ⅰ
種

　
　

四
月
一
五
日
予
定

•
警
察
事
務
職
Ⅲ
種

　
　

七
月
四
日
予
定

○
試
験
申
込
書
受
付
期
間

•
警
察
官
Ａ

　
　

三
月
二
四
日
〜
四
月
十
一
日

•
警
察
官
Ｂ

　
　

七
月
二
二
日
〜
八
月
八
日

•
警
察
事
務
職
Ⅰ
種

　
　

四
月
二
八
日
〜
五
月
一
六
日

•
警
察
事
務
職
Ⅲ
種

　
　

八
月
四
日
〜
八
月
二
二
日

○
警
察
官
等
採
用
説
明
会

開
催
日

　

四
月
五
日
㈯　

午
前
十
時
か
ら

場　

所

　

岩
出
警
察
署

○
問
い
合
わ
せ

　

受
検
資
格
等
詳
細
は
岩
出
警
察

署
（
電
話
63

０
１
１
０
）
ま
で
。

　

な
お
総
合
案
内
、
試
験
申
込
書

等
は
各
交
番
・
駐
在
所
及
び
岩
出

警
察
署
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

適
応
指
導
教
室「
フ
レ
ン
ド
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

「
フ
レ
ン
ド
」
っ
て

ど
ん
な
教
室
で
す
か
。

　
「
フ
レ
ン
ド
」
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
抱
え
、
学
校
へ
登
校
で

き
な
い
で
い
る
小
・
中
学
生
が
、

学
校
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
一
時
的

に
通
級
す
る
教
室
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
。

　

教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
状

況
に
応
じ
、
自
立
心
や
社
会
性
が

育
つ
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
と
共

に
、
学
校
へ
の
復
帰
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
に
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
小
・
中
学
生
や
保
護
者

の
教
育
相
談
（
電
話
・
面
接
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

教
室
及
び
相
談
の
窓
口

　

岩
出
中
央
公
民
館
2
階

　

連
絡
先　

☎
62

０
８
９
２

　

毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
日

　

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

＊
面
接
相
談
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕　

4
月
8
日
㈫

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

〔
場
所
〕

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係
（
内
線
321
）

行
政
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

　

国
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
、行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

行
政
機
関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。

〔
日
時
〕　

４
月
24
日
㈭　

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

〔
場
所
〕　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

℡
63

３
２
４
６
㈹

第
六
回

岩
出
舞
踊
つ
ど
い
の
会
の

お
知
ら
せ
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

日　

時　

平
成
20
年
4
月
27
日
㈰

開　

場　

午
前
11
時

開　

演　

午
後
12
時
30
分

場　

所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
（
小
ホ
ー
ル
）

入
場
無
料

※
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
大
勢
の
方
の
ご
来
場
を
出

演
者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

☎
62

７
３
７
４　

石
田
ま
で

相　

談

そ
の
他

暮らしの情報
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去
る
3
月
9
日
㈰
、「
第
2
回

岩
出
市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
１
７
９
８
名
の
ラ
ン
ナ
ー

が
早
春
の
根
来
寺
を
快
走
し
ま
し

た
。

　

健
脚
を
競
い
合
う
各
種
目
で
の

熱
き
闘
い
が
演
じ
ら
れ
る
一
方
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

む
方
や
家
族
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

む
方
々
の
姿
も
今
大
会
を
一
層
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
で
の
各
種
目
別
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
小
学
生
3
㎞

•
男
子　

小
学
1
・
2
年
生
の
部

1
位　

新
宅
康
史（
紀
の
川
市
）

2
位　

松
田
文
平（
大
阪
府
）

3
位　

堂
本
大
礎（
岩
出
市
）

4
位　

鳥
井　

蓮（
岩
出
市
）

5
位　

藤
川
想
大（
岩
出
市
）

6
位　

中
谷
文
哉（
岩
出
市
）

•
男
子　

小
学
3
・
4
年
生
の
部

1
位　

上
月
大
地（
大
阪
府
）

2
位　

上
野
山
一
紫（
有
田
市
）

3
位　

松
本
恭
輔（
大
阪
府
）

4
位　

福
岡　

錬（
福
井
県
）

5
位　

才
力
隆
男（
海
南
市
）

6
位　

田
中
直
哉（
大
阪
府
）

•
男
子　

小
学
5
・
6
年
生
の
部

1
位　

橋
詰
大
慧（
海
南
市
）

2
位　

福
岡
祥
平（
岩
出
市
）

3
位　

湯
河
匡
大（
岩
出
市
）

4
位　

大
畠　

駿（
和
歌
山
市
）

5
位　

家
永
知
生（
紀
の
川
市
）

6
位　

松
見
隆
平（
岩
出
市
）

•
女
子　

小
学
1
・
2
年
生
の
部

1
位　

杉
山
智
美（
岩
出
市
）

2
位　

佐
々
木
美
幸（
印
南
町
）

3
位　

浜
中
梨
央
那（
御
坊
市
）

4
位　

和
田
舞
花（
岩
出
市
）

5
位　

島
本
の
え
る（
岩
出
市
）

6
位　

中
畑
侑
杏（
岩
出
市
）

•
女
子　

小
学
3
・
4
年
生
の
部

1
位　

山
﨑　

桃（
岩
出
市
）

2
位　

浜
中
佑
里
那（
御
坊
市
）

3
位　

垣
内
佑
芽（
岩
出
市
）

4
位　

石
井
ま
ど
か（
岩
出
市
）

5
位　

稲
津
知
佳（
岩
出
市
）

6
位　

水
井
映
里（
田
辺
市
）

•
女
子　

小
学
5
・
6
年
生
の
部

1
位　

新
宅
由
佳（
紀
の
川
市
）

2
位　

中　

爽
香（
和
歌
山
市
）

3
位　

鹿
嶋
栞
名（
和
歌
山
市
）

4
位　

森
下
ほ
の
か（
有
田
市
）

5
位　

中
谷
伊
吹（
有
田
市
）

6
位　

越
田
陽
菜（
紀
の
川
市
）

◎
一
般
5
㎞

•
男
子　

中
学
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

東
口
佳
憲（
和
歌
山
市
）

2
位　

中
谷
勇
介（
岩
出
市
）

3
位　

根
葉
龍
也（
和
歌
山
市
）

4
位　

棒
引
隆
次（
み
な
べ
町
）

5
位　

杉
本
賢
一（
和
歌
山
市
）

6
位　

橋
本
裕
志（
福
岡
県
）

•
男
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

吉
丸
博
隆（
和
歌
山
市
）

2
位　

前
田
秀
喜（
和
歌
山
市
）

3
位　

土
井　

剛（
和
歌
山
市
）

4
位　

長
谷
川
稔（
神
奈
川
県
）

5
位　

中　

敏
紀（
和
歌
山
市
）

6
位　

森
登
志
雄（
大
阪
府
）

•
男
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

水
木
克
尚（
京
都
府
）

2
位　

山
本
泰
典（
京
都
府
）

3
位　

志
儀
和
明（
大
阪
府
）

4
位　

安
部
誠
治（
岩
出
市
）

5
位　

鶴
田
秀
美（
岩
出
市
）

6
位　

柳
澤
昌
純（
大
阪
府
）

•
女
子　

中
学
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

宮
下
亜
弓（
海
南
市
）

2
位　

金
川
優
香（
岩
出
市
）

3
位　

若
林
有
香（
海
南
市
）

4
位　

才
力
礼
佳（
海
南
市
）

5
位　

寺
岡
奈
採（
岩
出
市
）

6
位　

内
垣
美
有
紀（
有
田
川
町
）

•
女
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

村
上
初
美（
田
辺
市
）

2
位　

山
本
千
恵（
海
南
市
）

3
位　

弘
中
由
美
子（
奈
良
県
）

4
位　

杉
山
多
栄
子（
岩
出
市
）

5
位　

川
端
亜
貴（
岩
出
市
）

6
位　

藤
木
弘
美（
岩
出
市
）

•
女
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

金
高
則
子（
大
阪
府
）

2
位　

岸
本
順
子（
和
歌
山
市
）

3
位　

更
井
ヤ
ス
代（
紀
の
川
市
）

4
位　

坂
上
佐
和
子（
和
歌
山
市
）

5
位　

一
色
友
子（
和
歌
山
市
）

6
位　

加
藤
佐
代（
橋
本
市
）

◎
一
般
15
㎞

•
男
子　

高
校
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

柏
木
直
也（
岩
出
市
）

2
位　

岩
橋
俊
幸（
和
歌
山
市
）

3
位　

森
岡　

修（
和
歌
山
市
）

4
位　

石
井
和
樹（
大
阪
府
）

5
位　

井
上　

翔（
大
阪
府
）

6
位　

澤
本
貴
之（
和
歌
山
市
）

•
男
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

山
根
文
雄（
大
阪
府
）

2
位　

舟
場
保
之（
大
阪
府
）

3
位　

玉
置
慶
輔（
大
阪
府
）

4
位　

浦
中
利
光（
高
野
町
）

5
位　

山
本　

満（
海
南
市
）

6
位　

谷
河　

稔（
奈
良
県
）

•
男
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

岩
田
忠
久（
兵
庫
県
）

2
位　

山
本
秀
男（
兵
庫
県
）

3
位　

安
井　

誠（
和
歌
山
市
）

4
位　

亀
井
庄
弘（
和
歌
山
市
）

5
位　

西
田
正
英（
和
歌
山
市
）

6
位　

成
瀬
悟
司（
広
川
町
）

•
女
子　

高
校
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

稲
葉
頼
美（
紀
の
川
市
）

2
位　

横
江
こ
こ
ろ（
大
阪
府
）

3
位　

久
木
田
美
穂（
大
阪
府
）

4
位　

進
藤
悠
里（
大
阪
府
）

5
位　

岡
本
真
樹
子（
大
阪
府
）

6
位　

道
本
和
枝（
紀
の
川
市
）

•
女
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

田
野
晴
美（
み
な
べ
町
）

2
位　

松
葉
和
美（
大
阪
府
）

3
位　

下
田
利
恵（
大
阪
府
）

4
位　

細
尾
光
子（
和
歌
山
市
）

5
位　

浅
井
千
景（
和
歌
山
市
）

6
位　

津
田
博
美（
和
歌
山
市
）

•
女
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

西
田
一
二
三（
奈
良
県
）

2
位　

津
本
ク
ミ
子（
有
田
川
町
）

3
位　

岩
崎
純
子（
大
阪
府
）

4
位　

三
田
久
美
子（
和
歌
山
市
）

5
位　

坪
田
和
子（
和
歌
山
市
）

6
位　

早
瀬
享
子（
和
歌
山
市
）

 
岩
出
市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

第
２
回
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平
成
19
年

和
歌
山
県
中
学
校
新
人
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
部

○
日
時

平
成
19
年
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

○
場
所　

湯
浅
中
学
校
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

3
位　

橘
圭
亮
・
松
下
隼
人

　
　
　
（
岩
出
二
中
）

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

優
勝　

橘
圭
亮
（
岩
出
二
中
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
勝　

西
元
彩
乃
・
峯
本
絵
梨
子

　
　
　
（
岩
出
中
）

3
位　

榎
本
美
晴
・
尾
方
里
美

　
　
　
（
岩
出
中
）

チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
小
学
生
８
人
制

サ
ッ
カ
ー
大
会
那
賀
地
方
大
会

○
日
時　

平
成
20
年
1
月
20
日
㈰

○
場
所　

貴
志
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

○
結
果

優
勝　

岩
出
市
サ
ッ
カ
ー

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
2
月
17
日
㈰
・
紀
三
井

寺
陸
上
競
技
場
で
実
施
の

県
大
会
に
出
場
）

第
25
回
会
長
杯
争
奪
和
歌
山
県

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
20
年
2
月
10
日
㈰

○
場
所　

広
川
町
民
体
育
館

○
結
果

▽
6
年
女
子
の
部

2
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
角
奈
津
実
、
茶
谷
彩
有
、

　
　

木
村
茉
帆
、
玉
井
沙
也
加
）

3
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
（
川
嶋
咲
稀
、
森
本
綾
華
、

　
　
　

小
倉
優
囲
、
坂
下
桃
加
）

▽
低
学
年
女
子
の
部

3
位　

岩
出
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
宮
本
冴
香
、
山
本
幸
歩
、

　
　
　

木
村
杏
伽
、
福
岡
千
明
）

第
20
回
記
念

卓
友
カ
ッ
プ
友
好
卓
球
大
会

○
日
時　

平
成
20
年
2
月
10
日
㈰

○
場
所

和
歌
山
県
子
ど
も
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
体
育
館

○
結
果

▽
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

2
位　

横
山
陽
子（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

3
位　

玉
置
牧
子（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

▽
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

3
位　

坂
部
美
代（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

○
日
時

　
平
成
20
年
1
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

○
場
所

　

斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場

○
参
加
者
32
名

　
（
最
年
少
8
歳
・
最
高
齢
69
歳
）

　

ス
キ
ー
講
習
を
受
講
す
る
人
、

自
由
に
滑
降
す
る
人
、
ボ
ー
ド
ス

キ
ー
を
楽
し
む
若
者
等
…
多
く
の

積
雪
と
晴
天
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
で
、
技

術
向
上
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

岩
出
市
ス
キ
ー
連
盟

ス

ポ

ー

ツ

主
な
大
会
結
果

　岩出市では、「ごみのないまち　きれいなまち　美し

いふるさとづくり」実現のため、各種団体等で自主的に

清掃活動が実施されています。

　その中でも「岩出市生活環境連絡協議会」は、市内に

おけるごみの不法投棄の早期発見や不適正な処理を防

止することを目的に住民自ら組織した団体で、毎月、定

期的に不法投棄防

止のための監視パ

トロールを実施し

たり、年に２～３

回、河川や不法投

棄が多い箇所での

清掃活動を行っています。

　当会では、今回、市民の皆さんへも広く呼びかけをし

て、次のとおり清掃活動を実施することにしましたの

で、多くの皆さんのご参加とご協力をお願いします。

○開催日時

　平成20年４月27日㈰　午前９時集合（少雨決行）

　（なお、雨天時は、中止します。）

○集合場所　岩出市民総合体育館駐車場

○準備物

清掃作業に必要なごみ袋、金火ばしは主催者で用

意します。

○問い合わせ先　生活環境課

根来川清掃活動実施のお知らせ

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に

行
っ
て
き
ま
し
た

各
種
申
請
書
等
に
か
か
る
本
人

確
認
取
扱
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
5
月
か
ら
、
住
民

票
、
戸
籍
謄
抄
本
、
印
鑑
登
録

証
明
書
等
の
発
行
に
つ
い
て
、

本
人
確
認
（
顔
写
真
が
貼
付
さ

れ
た
官
公
署
発
行
の
も
の
等
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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差
別
を
な
く
す
人
権
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
県
内
の
学
校

に
通
う
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平

成
19
年
7
月
2
日
か
ら
9
月
5
日

ま
で
の
間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

８
，
５
７
１
点
の
応
募
作
文
の

内
、
入
選
作
品
が
43
点
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
出
市
立
の
小
・
中
学
生
か
ら

10
名
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
4
月
か
ら
10
回
に
わ
け
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

わ
た
し
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
ま

ぶ
た
の
上
に
、「
単
じ
ゅ
ん
せ
い

血
管
し
ゅ
」
と
言
う
赤
い
ア
ザ
が

あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時
は
、

今
よ
り
も
も
っ
と
赤
く
、
ま
る
で

い
ち
ご
の
よ
う
な
色
で
し
た
。
小

さ
い
時
か
ら
、
よ
く
人
に
、「
目

の
上
ど
う
し
た
の
？
」
と
よ
く
聞

か
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
こ
う
答
え

ま
す
。「
生
ま
れ
つ
き
な
の
。」
そ

う
答
え
る
と
、聞
い
て
き
た
人
は
、

「
ご
め
ん
ね
。」
と
か
、
ち
ょ
っ
と

こ
ま
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
ま
す
。

き
っ
と
、
聞
い
て
悪
か
っ
た
ん
だ

な
と
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
わ
た
し
は
、
一
度
も
気
に
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
お
か
げ

だ
と
思
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時

の
話
を
聞
い
た
り
す
る
と
、「
そ

の
ア
ザ
は
ゆ
う
ち
ゃ
ん
の
目
印

だ
っ
た
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
が
、
知
ら
な
い
人

に
「
そ
の
子
の
目
の
上
ど
う
し
た

ん
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、笑
顔
で
、

「
生
ま
れ
つ
き
の
ア
ザ
な
ん
で

す
。」
と
答
え
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
わ
た
し
も
、
だ
れ
か
に
聞
か
れ

て
も
、
し
ぜ
ん
に
お
母
さ
ん
の
よ

う
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
お
父
さ
ん
と
、
お
母

優秀作品

わ
た
し
の
生
ま
れ
つ
き

岩
出
小
学
校　

４
年　

金か
な
が
わ川　

優ゆ

う羽　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）　

さ
ん
で
も
、
わ
た
し
の
ア
ザ
で
、

な
や
ん
で
い
た
こ
ろ
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
わ
た
し
が
お
な
か
に
い

た
こ
ろ
家
の
近
所
で
火
事
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
火
事
を
、
お

母
さ
ん
は
、
見
に
行
こ
う
と
し
ま

し
た
。
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

「
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
時

に
火
事
を
見
に
行
っ
た
ら
、
顔
に

赤
ア
ザ
の
つ
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
て
く
る
よ
。」
と
言
わ
れ
た

の
に
、
お
母
さ
ん
は
、
見
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら

わ
た
し
が
生
ま
れ
て
き
た
時
、
赤

ア
ザ
が
あ
っ
た
の
で
、
お
母
さ
ん

は
自
分
の
せ
い
だ
と
思
い
、
と
て

も
な
や
ん
だ
そ
う
で
す
。
色
ん
な

ひ
ふ
科
に
も
行
っ
た
そ
う
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
は
、
ぼ
う
し
で

な
る
べ
く
か
く
す
よ
う
に
も
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

保
育
園
に
入
る
前
医
大
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
ザ
を
消
す
手

じ
ゅ
つ
を
す
る
た
め
で
す
。
わ
た

し
は
お
ぼ
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア

ザ
の
上
に
ま
す
い
の
テ
ー
プ
を
は

り
、
レ
ー
ザ
ー
で
や
く
手
じ
ゅ
つ

で
す
。

　

そ
の
時
の
わ
た
し
は
大
泣
き
で

何
人
も
の
か
ん
ご
ふ
さ
ん
に
お
さ

え
ら
れ
、
お
母
さ
ん
は
、
見
て
い

ら
れ
ず
、
コ
ゲ
く
さ
い
に
お
い
が

し
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
ア
ザ
は
こ
い
の
で
、

あ
と
三
回
ほ
ど
お
な
じ
手
じ
ゅ
つ

を
し
な
き
ゃ
消
え
な
い
そ
う
で

す
。
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
は
、
手
じ
ゅ
つ
を
う
け
る
の

を
や
め
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で

す
。
見
た
め
よ
り
も
こ
の
ア
ザ
を

う
け
い
れ
、
そ
れ
は
、
ゆ
う
の
一

部
だ
と
思
う
よ
う
に
し
た
そ
う
で

す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ア
ザ
を
か
く
す
の

を
や
め
て
、
人
に
聞
か
れ
て
も
な

る
べ
く
ふ
つ
う
に
答
え
る
よ
う
に

し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
に
だ

ん
だ
ん
と
し
ぜ
ん
に
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
で
は
、
わ
た
し
の
家
族
も

「
あ
っ
、そ
う
い
え
ば
ア
ザ
が
あ
っ

た
ん
だ
。」
と
い
う
感
じ
で
す
。

で
も
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
今

で
も
「
ア
ザ
が
気
に
な
っ
た
ら
い

つ
で
も
言
っ
て
ね
。
病
院
に
行
け

ば
す
ぐ
消
せ
る
か
ら
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
。
で
も
わ
た
し
は
消

す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
っ

て
こ
の
ア
ザ
は
わ
た
し
の
目
印
、

一
部
だ
か
ら
。

　

だ
れ
で
も
人
は
、
自
分
の
い
や

な
所
や
気
に
し
て
い
る
所
を
も
っ

て
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
自
分
の

心
一
つ
で
か
わ
る
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
も
い
つ
か
オ
シ
ャ
レ
を
す

る
こ
ろ
ア
ザ
の
こ
と
を
気
に
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
い
つ
ま

で
も
今
と
同
じ
気
持
ち
で
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
外
見
よ

り
も
心
の
き
れ
い
な
大
人
に
な
り

た
い
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
！

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
20
歳
代
の
第
1
号
被
保
険

者
の
方
で
、
本
人
（
配
偶
者
を

含
む
）
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り

月
々
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
ま
す
と
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
（
25
年
）
に
は

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
、
若
年
者
納
付
猶
予
を
承
認

さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
承

認
を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
納
付
（
追
納
）
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
や
専
門
学
校
等

の
学
生
の
方
に
は
、「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
ま
で

　
　
（
内
線
１
６
５
・
１
６
６
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平

成
20
年
４
月
分
か
ら
月
額

１
４
，
４
１
０
円
に
変
わ

り
ま
す
。
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和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
〔
住
所
〕
６
４
９
６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２
〔
電
話
〕
６
２
４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０

【花と緑の教室】••••••••••••••••••••••••••••••••••••
「春の原色押花の作り方」（1回目：花の押し方、2回目：作品の仕上げ）
●日時：（1回目）4月20日㈰　13時30分～16時迄
　　　　（2回目）4月27日㈰　13時30分～16時迄
●講師：押花研究家　池田　増生（イケダ　マスオ）先生
●参加費：無料〔※但し別途入園料（大人：260円）が必要〕
●参加条件：二回とも教室に参加出来る方
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は32名まで先着順）
「春の野の花を飾る」（身近な器に野の花を生ける）
●日時：4月26日㈯　13時30分～16時迄
●講師：自然と真心を挿す会　窪田　養利子（クボタ　ヨリコ）先生
●参加費：無料〔※但し別途入園料（大人：260円）が必要〕
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は32名まで先着順）
【花・木等の作品の展示会】•••••••••••••••••••••••••••••••
「スミレ展」（スミレとカンアオイを中心とした早春の草花展示）
●日時：4月5日㈯～6日㈰　9時～17時迄（※6日は16時30分迄）
●場所：別館展示室
「野生ラン展」（セッコク、フウランを主体とした野生ランの紹介と展示）
●日　時：4月12日㈯～13日㈰　9時～17時迄（※13日は16時30分迄）
●場　所：別館展示室
「心を癒す山野草生け花展」（野の花に優しさと癒しを求めた生け花の展示）
●日時：4月19日㈯～20日㈰　9時～17時迄（※20日は16時30分迄）
●場所：別館展示室
「古典植物展」（シダ、フウラン、野生ランを中心とした古典植物の紹介と展示）
●日時：4月26日㈯～27日㈰　9時～17時迄（※27日は16時30分迄）
●場所：本館展示室
「野の花を飾る教室展」（4月26日に行った花と緑の教室「春の野の花を飾る」の作品展示）
●日時：4月27日㈰　9時～17時迄
●場所：別館展示室の奥側
【寄せ植えほんまもん体験】（秋に楽しむ山野草）••••••••••••••••••••••
●日時：4月12日㈯・19日㈯　13時30分～15時迄
●講師：大原　明（オオハラ　アキラ）先生
●参加費：材料費として1,200円～1,500円程度と、入園料（大人：260円）が必要
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は24名まで先着順）
【フラワー・フェスティバル開催のお知らせ】•••••••••••••••••••••••
緑花センターでは、桜の開花と学校の春休みが重なりますこの時期に、フラワー・フェスティバルとし
て、下記の催し物を行います
●日時：4月6日㈰　11時00分～「大道芸人Mr.オクチによる大道芸ショー①」
　　　　　　　　　13時00分～「琴とギターの共演」
　　　　　　　　　14時30分～「大道芸人Mr.オクチによる大道芸ショー②」
●場所：本館展示室
　　　　※晴天の場合、「大道芸ショー」は野外（中央広場又は、紀州ふるさとの店前広場）で行います。

4月の休園日は、4月 8日㈫、15日㈫、22日㈫、30日㈬となります。

※緑花センター「平成20年度催しと教室のご案内」パンフレットは、岩出市の各公共施設にも置いています。

４月の休園日のお知らせ

掲 載 料　１枠 30,000円（タテ 4.7㌢×ヨコ 5.7㌢）

掲載場所　暮らしの情報コーナーの下段

申込方法　掲載を希望する月の２ケ月前の25日までに所定の用紙（岩出市有料広告掲載

申込書）に掲載希望する版下を添えて市役所市長公室にお申し込み下さい。

そ の 他　市ホームページから「岩出市有料広告掲載申込書」をダウンロードできます。

　　　　　　詳細は市長公室へ問い合わせ下さい。

問い合わせ　市長公室　市民ふれあい係

「
広
報
い
わ
で
」

で
は
有
料
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
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岩
出
に
も
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
民

話
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

昭
和
55
年
に
、
岩
出
町
は
岩
出
に

残
る
民
話
が
途
絶
え
て
し
ま
う
の
を

憂
い
、
後
世
に
民
話
の
伝
説
を
伝
え

よ
う
と
、「
岩
出
町
民
話
」を
発
刊
い

た
し
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
に
は
、
身
近
な
地
名
や

岩
出
の
方
言
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
岩
出
の
民
話
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
か
つ
ら
」と
住
蛇
池

　
　
　

〜「
岩
出
町
民
話
」か
ら
〜

　

根
来
寺
の
南
西
に
非
常
に
大
き
い

池
が
あ
る
。

む
か
し
か
ら
土
地
の
人
々
が
、
駆
け

足
で
住
蛇
池
を
一
周
す
る
の
に
、
一

升
（
一
・
八
リ
ッ
ト
ル
）
の
箱
に
豆
を

一
パ
イ
入
れ
一
粒
、
一
粒
残
さ
ず
食

べ
て
し
ま
う
程
の
時
間
が
か
か
る
大

き
い
池
だ
と
言
う
。

　

そ
の
池
の
名
前
を
住
持
池
と
も
住

蛇
池
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

こ
の
池
に
、
大
蛇
が
住
ん
で
い
て
人

を
取
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
う
呼
ば
れ

た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
根
来
村
の
西
坂
本
の
一
角

に
、
室
谷
石
兵
衛
尉
忠
家
と
い
う
豪

宅
が
あ
り
、
そ
の
武
士
に
一
人
の
娘

が
あ
り
、
そ
の
名
を「
か
つ
ら
」と
呼

ば
れ
、
容
色
が
勝
れ
た
十
六
歳
の
美

し
い
乙
女
で
あ
っ
た
。

「
か
つ
ら
」は
髪
が
ち
ぢ
れ
て
櫛
が
通

り
ぬ
く
か
っ
た
。
し
か
し
、
不
思
議

な
こ
と
に
住
蛇
池
の
水
を
つ
け
る
と

櫛
が
う
ま
く
通
る
の
で
し
た
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら「
か
つ
ら
」が
絶
え
ず

住
蛇
池
に
通
っ
て
は
髪
を
す
く
う
毎

日
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
和
泉
の
国
、
尾
崎
村
の
、

大
原
源
蔵
高
広
と
い
う
北
面
武
士
が

あ
り
、
或
る
年
、
根
来
寺
に
参
拝
し

た
お
り
、
一
目「
か
つ
ら
」の
姿
を
見

そ
め
て
、
是
非「
か
つ
ら
」を
お
嫁
さ

ん
に
と
申
し
出
た
。

　

話
が
う
ま
く
ま
と
ま
り
、
目
出
た

く
婚
約
が
整
い
、
康
和
二
年
三
月
輿

入
れ
の
日
、
住
蛇
池
の
堤
を
通
り
か

か
っ
た
そ
の
時
、
に
わ
か
に
一
天
か

き
曇
り
も
の
す
ご
い
大
雨
と
な
っ

た
。
供
の
人
々
は
あ
わ
て
て
、
あ
ち

こ
ち
に
四
散
し
た
。

　

丁
度
そ
の
時
、
住
蛇
池
の
真
中
か

ら
竜
巻
が
起
こ
り
、
そ
の
竜
巻
の
中

か
ら
二
十
歳
程
の
そ
れ
は
そ
れ
は
、

美
し
い
若
衆
が
現
れ「
か
つ
ら
」を
横

抱
き
に
し
て
池
の
中
に
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
。
両
親
は
嘆
き
悲
し
み
池

に
向
か
っ
て「
か
つ
ら
」、「
か
つ
ら
」

と
名
前
を
呼
び
つ
づ
け
る
と
、
急
に

池
の
中
よ
り
ま
た
竜
巻
が
起
こ
り
、

大
蛇
の
頭
上
に
「
か
つ
ら
」
を
載
せ

て
、し
ば
ら
く
姿
を
見
せ
て
い
た
が
、

そ
の
ま
ま
姿
を
消
し
て
二
度
と
現
れ

な
か
っ
た
。

　

今
も
、
池
の
中
央
に
あ
る
小
さ
い

島
に
は
蛇
の
社
が
あ
る
。

岩
出
に
伝
わ
る
ふ
る
さ
と
の
民
話 

④

雪
の
朝
春
を
装
う
マ
ネ
キ
ン
の
目
線
に
乾
く
反
核
の
ビ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
水
栖
）　

寺
西　

敦
子

庭
の
桃
ど
っ
と
咲
き
た
り
始
ま
り
は
灰
を
撒
き
た
る
一
人
の
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
塚
）　

上
岡　

洋
子

心
ま
で
老
い
て
は
な
ら
じ
と
食
卓
に
色
鮮
や
か
に
サ
ラ
ダ
を
盛
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
安
上
）　

幡
井　

ツ
ヤ
コ

巡
り
く
る
如
月
の
我
が
誕
生
日
老
い
ゆ
く
度
に
亡
き
母
恋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
）　
　

水
崎　

紓
子

亡
父
母
も
夫
も
見
送
り
二
人
子
を
世
に
出
し
我
は
八や

そ十
路
の
船
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
水
栖
）　

藤
田　

久
子

足
早
に
人
の
流
れ
も
変
り
ゆ
く
茶
房
の
外
は
昏
る
る
夕
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
吉
田
）　

田
中　

チ
ヅ

残
生
の
僅
か
な
時
を
大
事
に
と
誓
ひ
し
夫つ

ま

と
時
に
諍
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
）　
　

福
田　

キ
ヨ

信
号
の
交
差
路
ち
か
く
咲
く
梅
の
花
に
も
つ
れ
る
目
白
が
一
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
清
水
）　

井
谷　

初
子

燃
え
あ
が
る
心
失
せ
た
り
年
を
経
て
過
去
の
い
ま
し
め
真
向
い
て
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
水
栖
）　

福
元　

千
鶴

過
去
形
に
鳶
鳴
き
舞
へ
る
大
空
に
か
が
よ
ひ
は
じ
む
乙
女
の
頃
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
国
分
）
永
田　

芳
子

「
10
Ｇ
」
の
機
内
の
席
に
隣
り
あ
う
一
期
一
会
の
童
女
「
摩
耶
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
野
）　

岩
西　

起
佐
子

響
き
合
ふ
心
で
生
き
む
遠
く
住
む
娘こ

と
の
会
話
は
い
つ
も
の
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
曽
屋
）　

赤
井　

順
子

山
桜
咲
く
里さ

と
み
ち道
に
頬
触
れ
し
優
し
さ
八や

そ十
の
心
に
止
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
荊
本
）　

堂
西　

知
子

冠
毛
を
な
び
か
せ
目
白
追
ふ
ひ
よ
強
食
の
景
ま
た
美は

し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
）　
　

斯
波　

美
和
子

岩
出
短
歌
会
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　図書館をもっとみなさんに利用していただきたいと思い、

「図書館を使いこなそう」と題して、これから図書館の案内を

していきたいと思います。第１回目は、「利用カード編」です。

　本を借りるには、利用カードが必要です。岩出市内にお住

まいの方、市内に通勤・通学されている方は利用カードを作っ

て、本を借りることができます。健康保険証・運転免許証な

どをお持ちになり、利用申込書に記入してカウンターへお出

しください。その場で利用カードをお渡しします。

　利用カードは、岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健

福祉センター図書室・中央公民館図書室・上岩出地区公民館

図書室ほか市内公民館図書室で共通にお使いいただけます。

ミラクル・バナナ（105分）
バナナで、紙をつくる？ハイチって、どこの国？和紙職人が、ハイチを変える？
　この作品は、カリブ海に浮かぶ世界の最貧国の一つハイチ共和国が舞台
となっており、実際に日本が行った「捨てられたバナナの木から紙を作る」
という海外援助プロジェクトをモチーフに制作されました。日本人にはなじ
みの薄いハイチという遠い国での物語を、俳優の緒方拳さん、「新撰組！」の
山本耕史さん、「さんまのスーパーからくりTV」のアドゴニーさんなど、お
なじみの豪華キャストが盛り上げる、感動的なヒューマンドラマです。

2005年ミラクルバナナ制作委員会／脚本・監督：錦織良成／音楽：角松敏生

図書館を使いこなそう①
～利用カード編～

申請のできるところ

場 所 岩出図書館  おはなし室

場 所
総合保健福祉センター
図書室

4月5日㈯ 14:00～

6日•13日
「おはなしドロップス」

　20日･27日
「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

4月の
毎週日曜日に

、

　　おはなし
会開催!!



おはなし
の 時 間

岩出図書館 岩出市根来1472-1 ☎62-7222
駅前ライブラリー 岩出市高塚63-5 ☎61-1758
総合保健福祉センター図書室 岩出市金池92 ☎69-5012

絵本講座

図書館DVD上映会

【お問い合わせ】岩出図書館（62-7222）まで

日時：平成20年 4月23日㈬　11:00～
　　　平成20年 5月11日㈰　14:30～
　　　　　　　　　　　　　　（30分程度です）

日　時：4月29日㈷  午後2時00分～
場　所：岩出図書館  大会議室
※先着100名
※親子で鑑賞できるなかよし室有り（席数に限りがあります）

場所：岩出図書館　大会議室

対象：これからお子さんと一緒に絵本を楽しみたい大人の方

内容：絵本の選び方のポイントや読み方について

定員：20名程度（お子さん同伴可）

申込：岩出図書館カウンターに直接申し込みいただくか、下記まで電話で

　　　申し込みください。定員になり次第、締め切らせていただきます。

申込受付開始日：平成20年4月1日㈫～

参加無料

入場無料

図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

4月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　　　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室：10:00 ～ 18:30

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

読書読書
だぁー

いすき
!!

だぁー
いすき

!!



　この他にもチラシなどの広告で低金利

の融資をうたい文句に、応募した客から

保証金を郵送させて騙し取る「融資保証

金詐欺」などの被害もあります。

　急がずに、相手を確かめたり、みんな

に相談したりして気をつけて下さい。

「うまい話」にご用心 !!
岩出警察署　☎0736-63-0110

　岩出市のイメージアップを図るため、昨年10月からイメー

ジキャラクターを募集した結果、全国各地から220点の応募を

いただきました。

　これらの作品を「岩出市イメージキャラクター選定委員会」

でご審査をいただき、市民から親しまれ、明るくて、カワイイ

“イメキャラ”「そうへぃちゃん」が決定いたしました。

　去る3月2日㈰、総合保健福祉センター（あいあいセンター）

で開催されました「ふれあいまつり＆公民館フェアー」の式典

において、イメージキャラクター表彰式が行われ、最優秀賞・

優秀賞の方々に、中芝市長から表彰状と記念品が手渡されま

した。

•最優秀賞　池田暁子さん（岩出市）

•優 秀 賞　茶谷則郎さん（和歌山市）

•　 〃 　　東　信慶さん（福岡県北九州市）
　　　　　　　　受賞者の皆さん、おめでとうございます！

いけだ あきこ

ちゃたに のりお

あずま のぶよし

右が池田さん、左が茶谷さんです。東さんは、遠方のため、
表彰式はご欠席されました。

誕生日は？
　平成18年4月1日（市制施行の日）岩出市生まれ。

好きな食べ物は？
岩出市で採れた新鮮な野菜が大好き。大好物は、「ねごろ大唐」だよ。
好き嫌いはしないよ。何でもモリモリ食べるんだ。

趣味は？
読書が大好き。岩出図書館によく出かけます。
「植物公園緑花センター」や「根来山げんきの森」、「根来寺」を散歩
したり、「紀の川」で魚釣りもしているよ。

いま、夢中になっていることは？
岩出の伝統文化、特に「根来塗」や「根来の子守唄」を勉強中。
子守唄のメロディーが大好き。だけど、誰かに子守唄を歌っても
らうとすぐに眠ってしまうんです～。

「そうへぃちゃん」

「そうへぃちゃん」 のプロフィールのプロフィール

岩出市のイメージキャラクター

をご紹介します！

広
報
い
わ
で　

編
集
・
発
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岩
出
市
役
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ま
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。

市の人口と世帯（平成 20年 2月末日現在）　総人口 52,060 人　男 25,136 人　女 26,924 人　世帯数 19,678


